
➢ 直島町では、森林環境譲与税を活用し、地域住民が安心して利用できる公園環境の整備を図ることを目的とし、老朽化が進んでいた公
園内の遊具を更新するものである。

➢ あわせて、木材の利用促進および森林資源の循環的活用を図り、森林環境保全意識の向上にも寄与する。

□ 事業内容
木製遊具設置事業

• 木製遊具の更新

• 東屋の更新

【事 業 費】12,819千円（うち譲与税9,880千円）

（譲与税は、木材遊具の材料費、工事費に係る部分に充当）

【実 績】複合木製遊具 一式

東屋 一式

香川県 直島町（公園遊具の木材使用の促進）
木材利用・
普及啓発

（木製の大型遊具） （木製の東屋）

・地域交流や子供の遊び場の一つであった南寺ポケットパークの

遊具が老朽化に伴い安全性が低下していた。

・近年では地元住民だけでなく多くの観光客が利用していることから、

早急な対応が必要と判断し、遊具等の更新を行った

□ 取組の背景

（正面）

◇ 基礎データ

※１：「2020農林業センサス」より、※２：「R2国勢調査」より

①令和６年度譲与額：2,474千円 ②私有林人工林面積（※１）：186ha

③林野率（※１）：68.4％ ④人口（※２）：3,103人 ⑤林業就業者数（※２）：2人

□ 工夫・留意した点

・木製品を設置するだけでなく、部品等もなるべく木材の色を使用

・周りの自然やアート施設と溶け合うようなカラーやデザインに

・小さい子でも安全遊べるよう角の面取り加工やボトルキャップ

の使用

・東屋も更新することで、子供たちの休憩場所や町民の交流の場所と

しても使用可能

□ 取組の効果

・安全性の向上により、子どもたちが安心して遊べる環境を

実現

・国産木材の活用により、地域経済の活性化および森林資源

の循環活用に寄与

・公園利用者の増加が見込まれ、地域の交流活性化にも貢献

・地元住民だけでなく、観光客の休憩所としても活躍
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